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区 制 施 行
90周年記念
ロゴマーク

新型コロナワクチンの接種をお勧めします
予約方法など詳しくは、接種券に同封しているお知らせをご覧ください。

▶問＝板橋区新型コロナワクチンコールセンター☎0120－985－252(９時～18時)

マラソンコース案内図
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　板橋Cityマラソンは、制限時間が７時間と長く、フラットで走りやす
いコースで、マラソン初心者でも安心して参加できます。ランナー・サ
ポーターとして、板橋Cityマラソンに参加してみませんか。

問　合 板橋Cityマラソン実行委員会事務局
（板橋区スポーツ振興課内）☎3579－2654

大 会 ゲスト

土佐礼子さん
(三井住友海上女子陸上競技部

アドバイザー)

ボランティア募集
　大会当日の運営補助を行うボランテ
ィアを募集します。詳しくは、板橋
Cityマラソン実行委員会事務局へお問
い合わせください。

東京湾に向かう鷹
たか

(往路)と板橋区に戻る鷹(復路)は、板橋Cityマラソンを颯
さっ

爽
そう

と走るランナーを表現しています。

▶とき＝来年３月19日㈰※雨天決行▶ところ＝荒川河川敷内特設会場
(JR埼京線「浮間舟渡」・都営三田線「蓮根」下車15分、国際興業バス「舟渡
小学校」下車５分)▶種目・距離＝フルマラソン(42.195km)▶コース＝
図 参照▶参加資格＝大会当日19歳以上で、健康な方▶参加特典＝オリ
ジナルＴシャツ▶完走特典＝記念メダル※５kmごと・中間スプリット
タイム入り記録証または完走証をダウンロード可(陸連登録の部は記録
証・一般の部は完走証)▶定員＝１万人(申込順)▶費用＝１万1550円※
手数料635円が別途必要※参加費などの返金不可▶申込＝12月９日㈮ま
で、大会ホームページ※詳しくは、大会ホームページをご覧ください。

開催案内

大会ホームページは
こちらから
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▶とき＝10月15日㈯11時〜17時30分・16日㈰９時〜16時▶と
ころ＝グリーンホール前道路および周辺※規制時間内は、（地
独）東京都健康長寿医療センター北側区道の一方通行が通常
とは逆になります。※規制区域内には自転車の乗り入れもで
きませんので、特設自転車駐輪場をご利用ください（ 図 参
照）。※ご来場は、公共交通機関をご利用ください。▶問＝
くらしと観光課事業推進係☎3579−2251

板橋区民まつり当日の
交通規制に

ご協力ください

（地独）東京都健康長寿
医療センター

線
上
東
武
東 豊島病院

駐輪場

図  交通規制区域図

行政評価とは
　区の施策・事務事業の成果を客観的な数値で
表して評価・検証し、今後の改善につなげてい
く取組です。
● �施策…板橋区基本計画2025で定めた３つの

基本目標をもとに、各分野で展開する政策
を実現するための方策

● �事務事業…施策の目的を達成するための具
体的な手段（評価対象は、板橋区基本計画
2025・いたばしNo.１実現プラン2025に関
連する事務事業）

行政評価結果
　施策・事務事業の大部分が「順調」「概

おおむ

ね順調」
で進捗しており、それに対応する改善の方向性
が示されました。「停滞」と評価された事務事業
は、明らかとなった課題に対して、事業手法の
見直しなどを図り、区民ニーズに対応しながら
改善していきます。

行政評価結果の活用
　行政評価で明らかになった課題は、各担当課
で検討し、改善につなげていきます。評価結果
は、計画策定・予算編成などに反映させ、
PDCAサイクル（計画「PLAN」→実施「DO」→評
価「CHECK」→改善「ACTION」の手順を繰り返
すこと）による着実な改善につなげていきます。

行政評価結果の閲覧・意見募集
▶全文の閲覧場所＝経営改革推進課（区役所4
階⑬窓口）・区政資料室（区役所１階⑦窓口）・
区ホームページなど▶意見書の提出＝行政評価
結果に対する意見と申込記入例（４面）の項目を
明記のうえ、直接または郵送・Ｅメールで、経
営改革推進課評価係 sk-sgyokai@city.itabashi.
tokyo.jp※提出された意見に個別の回答は行い
ません。 

評価評語・改善の方向性
　「評価評語」とそれに見合った「改善の方向性」を組み合わせて評価しています。

評価評語

順調 計画どおりに進捗しており、目標達成が見込める状態

概ね順調 進捗状況に課題はあるが、事業の継続により目標達成が見込まれる状態

停滞 目標に対してあまり進展していない状態

達成 計画どおり、または、計画より早く進捗し、目標を達成した状態

改善の方向性

工夫して継続

目標値・指標の見直し

事業手法の見直し

事業の廃止（完了含む）

施策評価結果（９件）

工夫して継続
77.8％

順調
66.7％

概ね順調
33.3％

目標値・指標の
見直し
22.2％

《評価評語》 《改善の方向性》

事務事業評価結果（111件）

※単年度などの事務事業で「達成」と評価されたものは、「改善の方向性」を〔－〕で表示。

停滞
16.2％

達成　0.9％ 〔－〕0.9％

工夫して
継続
53.2％

順調
32.4％

概ね順調
50.5％

事業手法の
見直し
33.3％

目標値・指標の
見直し
12.6％

《評価評語》 《改善の方向性》

▶募集人数＝３人程度▶任期＝来年３月から１年間▶対象＝区内在住の18歳以上で、平日昼
間に区役所で行う会議（年５回程度）に出席できる方▶選考＝作文▶申込＝11月11日（必着）ま
で、作文「区政をより良くするための区民委員の役割と区とのパートナーシップ」（800〜1200
字程度）と、 別紙に申込記入例（４面）の項目と性別、区のほかの会議での委員歴を明記のうえ、 
直接または郵送・Ｅメールで、経営改革推進課評価係（区役所４階⑬窓口） sk-sgyokai@
city.itabashi.tokyo.jp

行政評価委員会公募区民委員の募集

行政評価結果をお知らせします
　区では、区民ニーズや社会経済状況を踏まえ、効率的・効果的な区政経営を行うた
め、行政評価を行っています。
　令和３年度の施策・事務事業を対象とした行政評価の概要をお知らせします。

問　合 経営改革推進課評価係
☎3579−2060

老朽建築物の問題解決のヒント
専門家に相談できます

　老朽化した建築物を放置して､ 周辺など
に被害を与えた場合､ 損害賠償責任につな
がるおそれがあります。そのため、改善対
策（修繕・除草・伐採など）と予防対策（定
期的な点検）の両方を行う適正管理が大切
です。周辺への悪影響を未然に防ぐ方法や
利活用・売却を検討するなど、所有者とし
て資産の健全化を図るため、専門家に相談
してみませんか。

想定される被害
● �建築物・塀の倒壊のほか、強風により落

下・飛散した建築資材が、人・器物に衝
突する

● �放火・失火による火災で、周辺の建築物
に延焼する

● �ネズミなどの動物が棲
す

みつき、糞
ふ ん

尿
にょう

によ
る腐食の進行や悪臭が発生する

● �樹木の繁茂で、枝葉が隣地・道路へ越境
し、害虫が発生する　など

専門家を派遣します
　解決方法がわからない・相談相手がい
ないなど、所有者が抱える様々な悩みの
問題解決に、 最適な専門家を派遣します。 
▶相談内容
●建築士…改修・解体の助言
● �司法書士…相続登記・抵当権などの問

題
● �弁護士…親族間で進展しない相続の解

決策
※３回まで。 各回異なる専門家の派遣可。 
詳しくは、お問い合わせください。
▶相談時間＝各回２時間▶派遣先＝区内
▶対象＝区内にある老朽建築物の所有者
※所有者が複数いる場合は、お問い合わ
せください。▶申請＝
直接、建築安全課老朽
建築物対策係（区役所
５階⑪窓口）

問　合 建築安全課老朽建築物対策係☎3579−2574
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…「オンラインのみ」または「オンラインを含むもの」凡例

お知らせ
いたばし子育て支援臨時給付金の
申請書をお送りしました
　10月７日に、申請が必要な対象者へ申請書を
お送りしました。
▶対象＝次のいずれかの要件を満たす方
● 令和４年４月30日現在、板橋区に住民登録が
ある公務員で、４年５月分の児童手当を勤務
先から受給した

● 令和４年４月30日現在、原発避難者特例法に
基づく指定市町村から板橋
区に避難し、４年５月分の
児童手当を避難元の自治体
から受給した

▶支給額＝子ども１人につき
２万円▶申請期限＝来年１月
31日㈫※申請方法など詳しく
は、お問い合わせください。
▶問＝子育て支援課子どもの
手当医療係☎3579－2744

区制施行90周年記念式典・
プロモーション映像を配信します

▶とき＝10月８日㈯～31日㈪※区公式YouTube
チャンネル「チャンネルいたばし」で配信▶問＝
総務課総務係☎3579－2052

富士見おとしより相談センターを
移転します
▶移転日＝10月31日㈪▶
移転後の住所・連絡先＝
大和町26－３(☎6905－
6425)▶問＝おとしより
保健福祉センター管理係
☎5970－1119

「舟渡四丁目南地区」都市計画を
決定・変更しました
▶内容＝A地区計画の決定B高度利用地区・高
度地区の変更▶対象区域＝舟渡四丁目▶面積＝
A約12.6haB約9.1ha▶計画書などの閲覧場所
・問＝都市計画課都市計画係(区役所５階⑮窓
口)☎3579－2552

くらし
住まいに関する学習講座
（戸建て住宅編）
▶とき＝10月29日㈯10時～12時▶ところ＝区立
文化会館大会議室▶内容＝講義「リフォームト
ラブルにあわないために」▶講師＝(公財)住宅
リフォーム・紛争処理支援センター部長　平井
裕一朗▶対象＝区内在住・在勤の方▶定員＝80
人(申込順)▶申込・問＝10月11日㈫朝９時から、 
電話・Ｅメールで、住宅政策課住宅政策推進係
☎3579－2186 kb－jsodan＠city.itabashi.
tokyo.jp※申込記入例(４面)参照

ハクビシンなどの外来生物に
ご注意ください
　ハクビシン・アライグマの目撃情報が増えて
います。天井裏などへの侵入被害でお困りの場
合は、ご相談ください。
寄せ付けないための対策
●  敷地内の果実は早めに収穫するかネットをか
ける

● 餌となる生ごみ・ペットフードなどを屋外に
放置しない

● 侵入口となる隙間(縁の下・換気口・軒下な
ど)を塞ぐ

● 屋根に登れるような庭木の枝を剪
せん

定
てい

する
▶問＝環境政策課自然環境保全係☎3579－2593

傍　聴
自殺対策地域協議会
▶とき＝11月11日㈮10時から▶ところ＝板橋区
保健所▶内容＝自殺対策計画の審議など▶定員
＝５人(申込順)▶申込・問＝10月11日㈫朝９時
から、直接または電話・FAXで、健康推進課い
のち支える地域づくり推進係(区役所３階㉑窓
口)☎3579－2311 3962－7834※申込記入例(４
面)参照

休みます
地域センター
▶施設・とき
●大谷口地域センター…10月16日㈰９時～12時
●清水地域センター …10月17日㈪９時～12時
●  板橋地域センター…10月18日㈫９時～17時※
荒天時は11月１日㈫に延期

●清水地域センター…10月31日㈪
※設備点検などのため
▶問＝地域振興課庶務係☎3579－2161
区立文化会館・グリーンホール受付窓口
▶施設・とき
●区立文化会館…10月26日㈬・27日㈭
●グリーンホール…10月31日㈪
※17時～20時※施設点検のため
▶問＝区立文化会館☎3579－2222

第26回いたばし産業見本市 製造と加工技術展

展示案内
企業・団体
　光学・精密機器、一般機械、金属加工など、区内のものづくり
企業・団体を中心に、優れた製品・技術を紹介します。
板橋区発の新製品・新技術
　「板橋製品技術大賞」受賞製品や、「開発チャレンジ補助金事業」
採択製品などを紹介します。
開発・研究
　大学・研究機関などが、製品開発に活用可能な技術的研究成果
や、連携の仕組みなどを紹介します。
協力機関
　産業関連団体・支援機関が支援メニューなどを紹介します。

ビジネスに役立つセミナー
「いたばし人と未来を創る会社賞」受賞企業の取組紹介
▶とき＝11月10日㈭11時30分～12時30分
レクサスのブランド戦略
▶とき＝11月10日㈭13時30分～14時30分▶講師＝トヨタ自動車㈱元部長　高田
敦史　　
中小企業ものづくりの活性化
▶とき＝11月11日㈮11時～12時▶講師＝㈱アオキ取締役会長　青木豊彦
ものづくり・地域共生などのSDGs(持続可能な開発目標)
▶とき＝11月11日㈮13時30分～14時30分▶講師＝コクヨ㈱　中井信彦

[いずれも]
※申込方法など詳しくは、いたばし産業見本市ホームページをご覧ください。

問　合 いたばし産業見本市実行委員会事務局（（公財）板橋区産業振興公社内）☎3579－2191

開催案内
▶ところ・とき
● 植村記念加賀スポーツセンター…11月10日㈭10時～17時30分・11日㈮10時～17時
●   オンライン…11月１日㈫10時～30日㈬17時
※事前にいたばし産業見本市ホームページから登録が必要※出展企業など詳しくは、同ホームページをご覧ください。

　区内のものづくり企業・団体を中心に、優れた製品・技術などを紹介します。会場展示・オンライン展示の両方で開催するほか、
ビジネスに役立つセミナーなどを行います。ぜひ、ご来場ください。

問 合 スポーツ振興課管理係☎3579－2651

区民体育大会 　申込方法など詳しくは、区・区体育協会ホームページにある
競技要項をご覧ください。

種　目 とき・ところ 定員・費用 申込期間・問

オリエンテーリング
グループA(グループBC・中学生グループ以
外の２～５人)、グループB(小学生以下を含む
２～５人)、グループC(65歳以上の方を含む２
～５人)、中学生グループ(中学生２～５人)、個
人男子・女子

● 11月６日㈰
●  都立赤塚公園

●計50人(申込順)
●  一般1000円、小・中学
生500円

● 10月30日㈰まで
●スポーツ振興課

少林寺拳法
●個人種目…一般・高校生(有段者・段外者)、 
中学生(有段者、茶帯、緑・白帯)、小学生(有
段者、茶帯、緑帯、黄・白帯)、おとな・子
ども、単独演武(一般・学生・中学生・小学生)

●団体種目…一般・小学生

● 11月20日㈰
●  植村記念加賀スポーツ
センター

●計100人(申込順)
●  一般600円(団体は１人
300円)、小・中学生
500円(団体は１人200
円)

● 10月20日㈭まで
●事務局・菅原☎3931－8665
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新型コロナウイルス感染症の影響で、記事の内容が中止・変更になる場合があります。詳しくは、区ホームページをご覧ください

申込記入例

往復はがきの場合は
返信用の宛名面にも
郵便番号・住所・氏名
を記入

※原則◦❶〜◦❺を全て記入
※�区内在勤・在学の場合は◦❻勤務先（所在地）・
学校名を記入
※�記事内に指定がある場合は◦❼その他記載事項
を記入
※原則１人１枚

〒173－8501　�板橋区役所（住所記入不要）�
〇〇〇課〇〇〇係

申込先に住所がない場合の宛先

❶ 催し名・コース
❷ 郵便番号・住所
❸ 氏名（ふりがな）
❹ 年齢
❺ 電話・FAX番号

講 　 座
植村冒険館30周年記念講演会
▶とき＝11月６日㈰13時〜16時15分▶ところ＝
植村記念加賀スポーツセンター▶内容＝講演

「植村直己の足跡を未来に伝える」▶講師＝北極
探検家　荻田泰永ほか▶対象＝小学生以上▶定
員＝400人（申込順）▶申込・問＝10月８日㈯10
時から、はがき・FAX・Ｅメールで、植村冒険
館（〒173−0003加賀１−10−５）☎6912−4703 

6912−4705 um30@uemura-museum-
tokyo.jp〈月曜休館。ただし10月10日㈷は開館
し11日㈫休館〉※申込記入例参照

日本語ボランティア養成講座
▶とき＝来年１月21日㈯〜３月18日㈯のうち16
日間※時間など詳しくは、（公財）板橋区文化・
国際交流財団ホームページをご覧ください。▶
ところ＝グリーンホール会議室など▶対象＝区
内在住・在勤・在学の20歳以上で、講座修了後
に同財団が主催する日本語教室でボランティア
として活動できる方※来年４月から次のいずれ
かで活動（🅐月曜・木曜コース…10時〜12時🅑
火曜・金曜コース…18時30分〜20時30分）▶定
員＝30人▶選考＝作文▶費用＝5000円※テキス
ト代が別途必要▶申込・問＝11月25日（必着）ま
で、作文「日本語ボランティアに応募した理由」
（1000字程度）と、別紙に申込記入例の項目と希
望コース（🅐または🅑）、メールアドレス、日本
語指導経験の有無を明記のうえ、直
接または郵送・FAX・Ｅメールで、
同財団（区役所８階⑬窓口）☎3579−
2015 3579−2046 kkouryu@city.
itabashi.tokyo.jp※同財団ホーム
ページからも申込可

渋沢栄一公開講座
▶とき＝11月11日㈮14時〜16時▶ところ＝区立
文化会館大会議室▶内容＝講義「養育院の150年
と渋沢栄一」▶講師＝（地独）東京都健康長寿医
療センター顧問医　稲松孝思ほか▶定員＝100
人（抽選）▶申込・問＝10月28日（必着）まで、往
復はがき・電子申請（区ホームページ参照）で、
くらしと観光課観光振興係（〒173−0004板橋２
−65−６）☎3579−2251※申込記入例参照

乳幼児期の食育歯科講演会
▶とき＝11月20日㈰14時〜15時※オンライン会
議システム「Zoom」を使用▶講師＝昭和大学客
員教授　井上美津子▶対象＝区内在住・在勤の
方▶定員＝300人（申込順）▶申込＝10月８日㈯
から、電子申請（区ホームページ参照）▶問＝健
康推進課健康づくり係☎3579−2727

体 験 ・ 観 賞
植物観察会
▶とき＝10月15日㈯10時30分〜11時30分※雨天
中止▶定員＝10人（申込順）▶ところ・申込・問
＝10月９日㈰朝９時から、電話（１申込２人ま
で）で、赤塚植物園☎3975−9127

〈月曜、第１・３・５火曜事務室
休み。ただし10月10日㈷は開室し
11日㈫休み〉

フォト川柳コンテスト
▶募集期間＝10月11日㈫〜11月30日㈬▶内容＝

「渋沢栄一」をテーマにした川柳付き写真を、板
橋区観光アプリ「ITA−マニア」内で作成※受賞
者にオリジナル渋沢栄一グッズをプレゼント※
応募方法など詳しくは、区ホームページをご覧
ください。▶問＝くらしと観光課観光振興係☎
3579−2251

緑のガイドツアー
▶とき＝10月18日㈫※９時30分に都営三田線

「志村三丁目」集合・12時にサンシティ（中台３
−27）解散予定※雨天時は19日㈬に順延▶内容
＝崖線・住宅地の緑の観察▶定員＝20人（抽選）
▶費用＝100円▶申込・問＝10月13日㈭まで、
電話・電子申請（区ホームページ参照）で、みど
りと公園課みどり推進係☎3579−2533

地域交流会ボッチャ
▶とき＝10月29日㈯10時〜12時▶内容＝ボッチ
ャの体験▶対象＝区内在住・在勤・在学の方▶
定員＝12人（申込順）▶費用＝33円▶ところ・申
込・問＝10月17日㈪朝９時から、電話・FAX
で、障がい者福祉センター☎3550−3401 3550
−3410〈日曜休み〉※申込記入例参照

いたばし文化財ふれあいウイーク
　普段は見ることができない区内の文化財・史
跡を期間限定で公開します。
▶ところ・ときなど＝ 表 参照※当日、直接会
場へ。▶問＝生涯学習課文化財係☎3579−2636
表  いたばし文化財ふれあいウイーク

ところ と　き 内　容

🅐
�志村一里塚（志村１
－12・小豆沢２－
16－10）

10月15日～30日
の土曜・日曜・
祝日、10時～16
時

志村一里塚・齋藤商
店

🅑�志村熊野神社�（志村２－16－２） 所蔵絵馬・扁
へん

額
がく

など

🅒�志村延命寺�（志村１－21－12） 板碑群・庚申薬師

🅓�龍福寺�（小豆沢４－16－３）
建長七年板碑・所蔵
板碑群

🅔�小豆沢神社�（小豆沢４－16－５） スダジイ

🅕�旧粕谷家住宅�（徳丸７－11－１）

11月１日㈫～13
日㈰（月曜を除
く）、９時30分
～15時30分

建物内部

🅖�松月院（赤塚８－４－９・６－40－３）
11月３日～13日
の土曜・日曜・
祝日、10時～16
時

松宝閣・大堂

🅗�泉福寺�（赤塚６－39－７） 所蔵板碑

🅘�茂呂遺跡�（小茂根５－17）
11月３日㈷13時
～15時※雨天中
止

遺跡内部

🅙�郷土芸能伝承館
11月12日㈯・13
日㈰、10時～16
時

徳丸北野神社獅子舞
用具・赤塚諏訪神社
獅子舞用具

※🅑〜🅓🅕🅖🅘🅙は土曜・日曜・祝日に解説ガイドあり

大原サークル公開教室
初心者向けスマ−トフォン
▶とき＝11月９日㈬、🅐10時〜12時🅑13時30分
〜15時30分▶対象＝区内在住・在勤・在学で、
スマートフォンを🅐お持ちでない方🅑お持ちの
方▶定員＝🅐🅑各20人（抽選）▶申込＝10月19日
（消印有効）まで、往復はがきで、まなぽーと大原
（〒174−0061大原町５−18）※申込記入例参照
昭和歌謡を歌おう
▶とき＝11月19日㈯10時〜12時▶
対象＝区内在住・在勤・在学の方
▶定員＝10人（申込順）▶申込＝10
月11日㈫朝９時から、直接または
電話で、まなぽーと大原

[いずれも]
▶ところ・問＝まなぽーと大原☎3969−0401

〈第３月曜休館〉

グリーンホール会議室兼用
保育室の優先予約（来年６月分）

▶予約条件＝501・502会議室を同時利用し、501
会議室を保育室として利用すること▶抽選＝10月
20日㈭朝９時から、男女社会参画課（区役所６階）
※抽選後、空きがある場合は10月24日㈪まで受付。 
▶問＝男女社会参画課男女平等推進係☎3579−
2486

感染防止に
ご協力を
お願いします

東京都発熱相談センター医療機関案内専用ダイヤル
☎6630−3710・☎6636−8900・☎6732−8864

（いずれも24時間）

発熱・呼吸器症状などがある場合
板橋区新型コロナ健康相談窓口

☎4216−3852
（平日、９時～17時）

東京都発熱相談センター
☎6258−5780・☎︎5320−4592

（いずれも24時間）

　名誉区民とは、広く区民に敬愛され、社会に希望と
活力を与え、卓越した業績により歴史に名を刻む方に
贈る称号です。
　生涯をかけて人間の可能性に挑戦し、どのような状
況下でも豊かな心で目標に向かって努力する冒険精神
は、今なお区民に勇気・希望を与え続けています。
　区では、昨年12月に、植村冒険館と旧東板橋体育館
を複合化した植村記念加賀スポーツセンターをリニュ
ーアルオープンし、植村さんの冒険精神「ウエムラ・
スピリット」を発信しています。 写真提供　文藝春秋

問　合 総務課総務係☎3579−2052

　1969年に板橋区仲宿に暮らし始める。1970年に日本人初・エ
ベレスト（8848m）に登頂、世界初・五大陸最高峰登頂者とな
る。1978年に世界初・北極点単独犬ぞりで到達。1984年に世界
初・厳冬期のマッキンリー（現：デナリ）に単独登頂、登頂成功
を伝える無線交信を最後に消息を絶つ。国民栄誉賞を受賞。

略　歴

…「オンラインのみ」または「オンラインを含むもの」凡例

冒険家・植村直己さんに名誉区民の称号を贈呈しました


